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（２）講演・討論 

 

講演Ⅰ：支援者の立場から 

国際母子手帳委員会 事務局長  

板東 あけみ 先生 
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 講演Ⅰ：支援者の立場から 

「母子手帳と一緒に使うリトルベビーハンドブックの役割」 

国際母子手帳委員会 事務局長 板東 あけみ 先生 

 

 

講師略歴 

・大阪大学大学院 人間科学研究科博士前期課程卒 

・1990 年 NGO ベトナムの子ども達を支援する会を立ち上げ事務局長として

現在に至る。 

・2004 年から国際母子手帳委員会の事務局長。 

・特定非営利活動法人 HANDS のテクニカル・アドバイザー。 

・国際母子手帳委員会事務局長として母子手帳国際会議の開催にかかわる傍ら

国際協力機構（ＪＩＣＡ）と連携して各国を支援し、ベトナムやナイジェリ

アで導入に携わった。 

・第 10 回母子手帳国際会議の東京宣言を受けて、誰ひとり取り残さない母子

手帳を目指し、全国各地の当事者サークルの立ち上げと運営、各地の行政が

母子手帳のサブブックとしてリトルベビーハンドブックを開発することに協

力。 

 

・主な論文 

＋Dinh Thi Phuong HOA（ベトナム保健省）, 板東 あけみ 「母子健康手帳

－ベトナム国における全国展開をめざして」国際保健医療 24 (2), 67-

71, 2009 日本国際保健医療学会 

＋健康教育教材としての母子健康手帳 -「母子健康手帳は子どものもの」を

さらに浸透させるために- 板東あけみ ベトナムの子ども達を支援する会 

小児科臨床  65(8):  1787-1794  2012 

＋ベビーケアレポート  小さく生まれた赤ちゃんを持った家族への支援 

―母子手帳のサブブックとしてのリトルベビーハンドブックの開発と活用

― 小児科臨床 Vol.74 (115) 
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講演抄録 

 

2500 グラム未満の低出生体重の赤ちゃんは今の日本で 10 人弱に一人であ

る。しかし小さな赤ちゃんを産まれたご家族、とくにお母さんの心情は、深い

自責の念や不安、孤立感によってなかなか社会に広く知られてこなかった。し

かしここ 2 年ほどの間に急速に当事者サークルがほぼ日本各地にできて、SNS

でのつながりも活発になってきている。そして母子手帳と一緒に使うリトルベ

ビーハンドブックの作成要望も急速に強まり、2013 年 10 月現在では 40 都

道府県が開発・運用されている。なぜリトルベビーハンドブックが必要なの

か、そして社会全体で低出生体重のお子様を育てるご家族へどのような寄り添

いが必要なのかを共に考える時に来ている。具体的な「だれ１人とりのこさな

い」「切れ目のない支援」を提供することが今社会に求められている。 
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講演Ⅱ：NICU 医師の立場から 

近江八幡市立総合医療センター 小児科主任部長 

吉田 忍 先生 
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 講演Ⅱ：NICU 医師の立場から 

「母子健康手帳のサブテキスト（LBH)の現状と展望 ～だれひとり取り残さないリト

ルベビーハンドブック～ NICU 医師の立場から」 

近江八幡市立総合医療センター 小児科主任部長 吉田 忍 先生 

 

講師略歴 

 

1996 年 自治医科大学 卒 

1996 年 滋賀医科大学小児科 

2005 年 近江八幡市民病院小児科（現 近江八幡市立総合医療センター小児

科） 

2022 年 近江八幡市立総合医療センター小児科 主任部長 

2023 年 現職 

 

医学博士 

 

日本小児科学会専門医・指導医 

臨床遺伝専門医 

日本周産期新生児医学会専門医（新生児）・指導医（新生児） 

日本周産期周産期・新生児医学会蘇生法「専門」コースインストラクター 
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講演Ⅲ：行政の立場から 

鳥取県庁 子ども家庭部家庭支援課 係長 

田村 翔   先生 

鳥取県庁 子ども家庭部家庭支援課 保健師 

城市 祐理 先生 
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 講演Ⅲ：行政の立場から 

「とっとりリトルベビーハンドブックの作成について」 

鳥取県庁 子ども家庭部家庭支援課 係長   田村 翔   先生 

鳥取県庁 子ども家庭部家庭支援課 保健師 城市 祐理 先生 

 

 

講師略歴 

 

田村 翔（たむら しょう）  

  

 現職：鳥取県子ども家庭部家庭支援課 係長 

 

経歴 

平成２３年 鳥取県入庁・県土整備部技術企画課 

平成２６年 農林水産部農林水産総務課 

平成２９年 消防庁特殊災害室 

平成３１年 福祉保健部ささえあい福祉局福祉監査指導課 

令和２年  生活環境部くらしの安心局住まいまちづくり課 

令和５年   子ども家庭部家庭支援課 

・本年度から、母子保健担当としてリトルベビーハンドブックに携わっていま

す。生まれてきた赤ちゃんが多くの人から祝福され、安心して子育てできる

鳥取県を目指してまいります。 

 

城市 祐理（じょういち ゆうり）   

 現職：鳥取県子ども家庭部家庭支援課 保健師 

 

経歴 

令和２年  鳥取市役所入庁・健康・子育て推進課 

令和４年  鳥取県庁入庁・子ども家庭部家庭支援課（鳥取市から派遣） 

・ 令和４年度から鳥取県版リトルベビーハンドブックの作成に携わってきまし

た。赤ちゃんとそのご家族の思いに寄り添ったハンドブックになるように、

家族会や医療従事者等の方々のお力をいただきながら作作成しました。ご不

安な思いを抱えながら子育てをしておられるご家族に、少しでも力になれる

ように取り組んで参ります。 
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【講演抄録（サマリー）】 

鳥取県では、令和 2 年度の県内出生数 3,800 人のうち、190 人に対して未

熟児訪問指導が行われている。誰もが安心して子どもを育てられる「子育て

王国とっとり」の取組として、県から低出生体重児の家族会等に働きかけ、

令和 4 年度に「とっとりリトルベビーハンドブック」を作成した。 

家族会や医療従事者等関係者からの「十分な情報がなく、不安な思いをされ

ている保護者が少なくない」という声に丁寧に向き合い、保護者の気持ちに寄

り添ったリトルベビーハンドブックを完成させるに至った。本発表ではその経

緯と取組について紹介する。 
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